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市議会議員服部よしひろ

みんな明るく暮らせる伊丹市に

1951年(Ｓ26)滋賀県大津市生まれ　瀬田工業高校を卒業し、三菱電機
に入社、エンジニアとして働き2012年定年退職。その間、職場の仲間と
「サービス残業」是正と労働時間の客観把握制度を会社に迫り、ICカード
での労働時間管理を実現。2013年伊丹市長選挙に出馬。2015年伊丹
市議会議員に当選(１期)。
飛行場問題特別委員会副委員長歴任。現在、文教福祉常任委員、伊丹市
豊中市クリーンランド議会議員(監査委員)、くらしとまちに元気を伊丹市
民の会事務局次長。稲野長寿会、御願塚保存会、稲野氏神奉賛会会員。
●合唱を愛し合唱歴48年。大阪新音フロイデ合唱団元団長。
●その他の趣味･特技：料理、ガーデニング、古道踏破･探索。

　４年前に皆さんのお力添えで市議会に送っていただき、皆さんからお聞きし
た願いや悩みを毎回の議会で取り上げ質問し、市政に取り組んできました。
　安倍政権が憲法をないがしろにする中、「市政に憲法を活かす」を合言葉
に、「みんな明るく暮らせる伊丹市に」するために引き続き全力で奮闘します。
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％　「消費は持ち直している」「最高水準の賃上げ」－国民の大多

数が景気回復の実感がないのに、そう言って消費税10％増税を
正当化する安倍首相。しかしその主張は総崩れです。
　家計消費は８％増税を契機に激しく落ち込み、実質賃金もマイ
ナスであることを首相も認めました。
　こんな時に増税したら、暮らしも経済も破滅です。増税を止める
近道は、選挙で安倍政権、増税派の自民・公明に厳しい審判を下
すことです。

　安倍首相が憲法9 条改定の新たな口実として、自衛隊員募集
についての自治体の「協力拒否」を持ち出しています。首相は「こ
の状況を変えるために憲法に自衛隊明記を」などといいました。

　首相発言は、改憲によって自治体から若者の名簿を強制的に提
出させることを告白しています。
　9条改憲は海外での武力行使を無制限にすることが狙い。若者
を戦場に強制動員することにつながります。
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政務活動費はHPで報告書に加えて出納帳なども公開を要求議会改革

党国会議員団兵庫事務所長・
元県会議員

金田 峰生
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山下よしき

消費税10％なんて！
こんな経済情勢で

沖縄新基地建設にNO！

原発ゼロの日本へ
ゼネコンや大手銀行などの
「原発村」の利益より、
命と自然を大切に

憲法を生かし、命と暮らしを守ります私たちも全力を尽くします

伊丹から“安倍政権NO”の審判を！

ストップ！
安倍９条改憲
狙いは戦争する国づくりに
若者の強制動員

自衛官と若者の命を守ろう

市立伊丹病院と近畿中央病院の存続で 安心できる地域医療を
子どもの医療費中学卒業まで無料に
保育所待機児童ゼロに子育て支援の充実を

国保税、介護保険料の引き下げ 介護の負担軽減を

これからもみなさんの願い実現に全力を尽くします

みなさんと
力を合わせ

実現
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実現
市民との30年余りの運動で
中学校給食

増額就学援助入学支度金
を入学前に支給

拡大子どもの医療費助成

拡充中小企業・商店街
活性化支援

解消認可保育所増設
４月１日付の待機児童

増員スクールソーシャルワーカー、
介助員の

拡充都市農業支援
生産緑地指定の緩和
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2歳までの
保育料引き下げ
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消費税に頼らぬ道を



市政アンケートへのご協力ありがとうございました

市立伊丹病院と近畿中央病院の
存続、充実を

日本共産党伊丹市議会議員団は、「市政アンケート」を行い、3月14日現在824通の回答がありました。

　「苦しい」と「少し苦しい」「将来が不安」の原因
は、「年金が少ない」51％、「医療費や国保・介護
の負担」が48％、「税や公共料金の負担」が37％
となっています。
　安倍政権による暮らし破壊の政治から、市民
の暮らしを守る“防波堤”としての役割が伊丹市
に求められています。

国保税・介護保険料の
引き下げ、医療介護の

充実を　

子どもの医療費
助成の拡充、
保育所待機児童

解消を

Q. 暮らし向きはいかがですか

将来が
不安

苦しい

34.0
％

22.7
％

18.3
％

少し
苦しい

普通
21.2％

よい 3.8％

１． いじめや不登校対策 34.8％
２． 保育所待機児童の解消 26.5％
３． 子ども医療費助成の充実 24.9％

Q.子育て支援や教育の充実に必要なのは

１． 介護保険・利用料の負担軽減 58.6％
２． 介護サービスの充実 44.8％
３． 医療費助成の充実 37.7％

Q. 高齢者や障がい者が安心して
    暮らすために必要なのは

市政に望むこと
１位 介護保険料の引き下げ 46.7％
２位 国保税の引き下げ  43.2％
３位 医療・介護の充実 41.5％
  ４位 市立病院の充実 27.3％
  ５位 上下水道料金の引き下げ 26.0％
  ６位 高齢者サービスの充実 22.0％
  ７位 子育て・教育施策の充実 21.4％
  ８位 高齢・障がい者の雇用 18.6％
  ９位 健康・検診など保健サービス 13.8％
 10位 ごみ・環境問題 13.5％

トップ10

寄せられた声

●10月から消費税が
10％になり、年金は下
がる一方で「高齢者は
死ね」が本音だと思
う。私は死にたい。

●伊丹は子育てがしにく
い街です。保育料は高い
し医療費助成も周りの
市と比べて自己負担が大きい。
明石市のようにもう少し若い世
代への投資をしてほしい。

●預金がなく年金だけで生活して
いる。介護保険２割負担のぎり
ぎりのところに入って大変。

●母子家庭ですが、子ども
が小学生になると医療費
を一般家庭と同じように
払わなければならない。
西宮市や芦屋市では母子
家庭は免除なのに。

●子どもが１年間保育所待
機したため仕事ができま
せん。

　市立伊丹病院と近畿中央病院の統合によって
高度急性期医療を担う500から600床の新たな
病院をつくるという構想に、ベッド数が削
減されることや病院が移転する
ことに多くの市民が不安を抱いています。一方、
伊丹市に必要な医療機関は「救急医療」「高度な医
療」であり、「豊富な診療科目」があって「長期の入
院に対応」できる医療機関を望んでいます。

みなさんと一緒に実現します

　伊丹市は、二つの病院の「統合も視野に入れて」（市長の
提案説明）検討するとしました。しかし、高度急性期医療の
提供は「統合」以外でも可能です。

伊丹市の入院患者数推計では、阪神医療圏域におい
て今後30年間で28.6％増加するとしています。「統
合」による病床数削減どころではありません。伊丹
市に必要な病床数の正確な調査と両病
院における確保・連携が必要です。
県の地域医療構想で「回復期」病床が足らない
としていますが、「統合」しても「回復期」は全く考慮
していません。二つの病院それぞれが一定数確
保することが必要です。
二つの病院は「統合」ではなく、今まで通り地域にな
くてはならない公的、公立病院として存続
し、病院の規模を考慮して連携による地域医療を提
供すべきです。

二つの病院を
守るため
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日本共産党は提案
伊丹市会議員団 します

(アンケートより)

Q.伊丹市にどのような医療機関が
　 必要ですか

Q.ベッド数削減について

反対
50.5％
どちらかと
いえば反対
32.8％

賛成 2.2％　

どちらかといえば
賛成 5.6%

Q.これらの病院が移転することについて

困る
54.8％

困らない
9.8％

わからない
30.2％

救急医療
41.8％

１

高度な医療
39.8％

2

身近な医療
機関 37.3％

3

豊富な診療科目 34.7％4
長期の入院に対応 33.2％5

●70歳以上の市バス無料パスと市バスを守ります。
●教職員の大幅増員で教員の働き方を改善し、当面35
人学級を実現します。
●子どもの権利条例、男女共同参画条例を制定します。
●性の多様性を認めるパートナーシップ条例(制度)を
つくります。
●地域産業振興条例制定中小企業・商店・都市農業を
活性化します。
●地震、ゲリラ豪雨などの災害から高齢者や障がい者、
住民を守るための対策を強化します。
●伊丹空港の国際便発着や時間規制緩和、増便に反対
し騒音の軽減と安全対策を強化します。

そ
の
ほ
か
に
も

　国保税は、夫婦子ども一人、年収300万円(所得192万円)の世帯で年
間364,200円にもなり、しかも、子どもが一人増えるたびに年間
27,800円加算されます。
　党議員団は、国保会計の20億円の基金を使って一人当たり１万円の
引き下げ、子どもの均等割りの減免(子育て減免)制度を創設します。国
に対して１兆円の公費負担を求め、サラリーマンの健康保険なみの国保
税(３人世帯で170,928円)にするために全力をあげます。

高すぎる国民健康保険税  一人１万円
の引き下げ、子育て減免を創設します

　介護保険料・利用料の軽減・減免をすすめます。特養ホームなど施設
を思い切って増やし、待機者をなくすとともに、在宅介護の拡充・改善を
図ります。介護労働者の労働条件を改善します。

介護保険の軽減、充実します
　認可保育所の増設、保育士の処遇改善を進め年度途中の待機児童を解消し
ます。子どもの医療費は中学卒業まで無料にします。就学援助の充実、学校給食
無料化、奨学金拡充などで教育費負担を軽減します。

子育て支援、教育条件を充実します

●政務活動費のHP公開でより透明化します。
●請願書審議における提出者の意見陳述の場を設けます。
●委員会もインターネット中継できるようにします。
●市民との意見交流できる場を設定します。
●主権者教育の場としても、子ども（小学生から高校生まで)
議会を開催して子どもの意見を聞きます。

議会基本条例に基づきより開かれた議会にします

   障がい児・者、難病患者の負担を軽減し
ます。障がい者の働く権利、教育を受ける
権利を守り、差別解消のとりくみをすすめ
ます。福祉労働者の処遇を改善します。

障がい者の負担軽減、
権利を守ります

伊丹市ホームページより

二つの病院が一つになれば、身近な病
院がなくなります。とくに南部地域か
ら病院がなくなる可能性があります。

二つの病院のベッド数約800床を500
から600床に減らせば、入院しにくくな
り、入院しても早期の退院を促される
ことになります。

市民は「長期の入院に対応」できる医
療機関を求めているのに、統合された
病院に「回復期」の病床をつくること
は考えられていません。

設立母体が異なる病院の統合では民
営化も考えられ、市立伊丹病院も近畿
中央病院もなくなるのではないかと
の議会質問に、当局はそのことを否定
しませんでした。
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市の構想の問題点は


